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Abstract：Recently, there are many papers focusing on Sino-Japanese suffix. However, what has 
not been proved is if there is any lexical limitation on the preceding part of Sino-Japanese suffix. 
In this research, we did an analysis through the preceding parts data of 9 Sino-Japanese suffixes. 
We found that the preceding part of Sino-Japanese suffix should mainly be a Sino-Japanese word. 
Besides, a foreign word is also allowed. On the contrary, we cannot use a Japanese native word to 
Sino-Japanese suffixes, unless it is of equal lexical category to Sino-Japanese word. In fact, when the 
preceding part of Sino-Japanese suffix is a Japanese native word, it has to be a noun or a suru-verb, 
but not an adjective or a gerund. From these rules, we can infer that the prototype of Sino-Japanese 
suffix is to use to a Sino-Japanese word. And it also spreads to cases using to other types of words 
if their natures are similar to Sino-Japanese words.
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精神分裂病 アパタイト病 アルッハイマー病 イギリス病 エロモナス病 ウイルス病 ウイルソン病
贔 I カラムナリス病 クロ一ン病 KHV 病 シメオン病 シュードモナス病 ストレス病 スライス病









\ 爆撃機発信機発電機販売機汎用機飛行機複合機複写機変速機紡績機無線機優秀機機 1 輸送機溶接機予備機旅客機録音機 日衛隊機 自家用機遠心分離機金属探知機空気清浄機
国籍不明機 自動交付機 自動販売機政府専用機人工降雪機放射能測定器ゲーム機 コピー機
ジェット機チャーター機デモ機パスタ機プレス機マッサージ磯 mova 機 ATM機大型機
刈払い機草刈機小型磯読み取り機新型機モニター切り替え機 A3 対応機データ処理機






















































見学者用従業員用 障害者用低速車用 図書館用保護者用 コンクール用 スポ一ツ用





認証式名鉄式油圧式 98 年式屯田兵式一刀両断式家庭料理式重油燃焼式 3 人連記式






























































前接要素 漠語 外来語 和語 混種語 その他
～時 81 7 5 6 1 
～病 57 23 14 1 5 
～機 78 10 5 6 1 











































サ変 成分その他 ナ形容詞 イ形容詞















































漢語 外来語 和語 混種語 非自立成分
前接 サ ナ サ ナ サ そ ナ イ サ グプヽ ナ イ 句
名 亦久 形 名 亦久 形 名 赤久 の 形 形 名 変 の 形 形 漢 外 和要素 詞 動 合沢 詞 勁 合沢 詞 勁 他 ｛ク合 五合 詞 動 他 容 容 語 来 語 文
詞 詞 詞 詞 詞 動 詞 詞 詞 動 詞 詞 語詞 詞






























































名詞 外来語 リスク分析、リスク回避など ポイント計算、ポイント進呈など
和語 株初心者、株売買など 売上比率、売上総額など
漢語 里堕書類、里堕期限など 饂価格、阪鬼計画など
サ変動詞 外来語 キャンセル料金、キャンセル依頼など コピー商品、コピー制限など
和語 麟価格、躯且条件など 割出表示、劃弘対象など
漢語 優秀選手、優秀作品など 安全運転、安全確認など
ナ形容詞 外来語 グローバル人材、グローバル経済など ヘルシー料理、ヘルシー志向など
和語 確か～（？） 嫌い～（？）
45
動詞連用形，または形容詞には付かない。このような
語彙制限があるのは，接辞性字音形態素はもともと漢
語との親和性をもっていて，その波及効果により，外
来語および和語に及んだ結果だと考える。
注
１　 野村雅昭 1978は「意味の面からは，語基とみなす
のが適当である」ことから，字音形態素のことを
幅広く字音語基としている。「～客」「～券」など
のように単独で語を構成できる字音形態素も，接
辞の性質をもっているため，接辞性字音語基とし
ている。一方で，本稿でいう「接辞性字音形態素」
は「a. 単独では語を構成できないこと」を判断基
準の一つとしている。そのため，「～客」「～券」
は「接辞性字音形態素」のカテゴリーには入らな
い。つまり，本稿でいう「接辞性字音形態素」は，
野村雅昭 1978が定義した「接辞性字音語基」の下
位分類の一つになると考える。
２　 野村 1978では，他成分の後部に接続して使う字音
形態素のことを指している。本稿で言う接尾辞性
字音形態素以外，「～客」「～券」などのように単
独で語を構成できる字音形態素も該当する。
３　 ただし，「事故る」などのように，少数の例外も
ある。
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